
　　　日時：平成30年4月24日（火）
　　　時間：18：30～21：00
　　　会場：クリエート浜松51会議室

　APRA４月定例会を浜松で開催しました。
この日夕方からちょうど雨が強くなり、にもかかわらず西は名古屋、東は静岡から足を運んで
いただきました。参加者全員で２０名です。
３月定例会時に、中部地方のAPRA活動の中でも感コンのすばらしさを知っていただきたい。
しかし、実際のところ感コンて何？？ということで、今回は浜松で毎年感動物語を発掘している
長坂養蜂場社長さまに登壇いただき、感コンについての説明会を非会員の方々に開催しました。

★ 井上会長あいさつ

★ 事務局内田より　APRA活動について

中部APRA４月定例会　報告書

会長自身、最近多くの学びを通じて感じることとして、

経営者にとってこういう『場』があることが何よりもうれ

しい。そして、この場で学んだことを「一学一践」で

実行し続けることが何より大事です。APRAも新しい

風が入ることでより一層刺激を与え合いながら成

長していきたいと思います。是非、今日はそんな実

践の前の学びになったらうれしいです。

感動経営を実践し、日本一、世界一実現のための志高い事業家の

仲間です。

★ 長坂養蜂場社長さま　「感コンの参加を通じて得られるもの」

思いを共有することが、一体化をうみ
感動の作品が生まれます。
感コンを通じて、目に見えるものではなく

仲間です。

関東、関西、中部とそれぞれ活動をしながら、ベンチマーキングは地

区を超えて参加でき、従業員も一緒に参加できるのはAPRAならではの

メリット！！

さらに見学は行く方より、見られる方がより勉強になります。

初めて、感コンでてみない？と言われたときは感コンてどん

なもの？というところからのスタートでした。予選までわずか２

か月ちょっとという時です。スタッフにアンケートをとっても、作

品になるような出来事はなく、あるお客様のアンケートの最

後一行を拾い上げ、それを徹底的に磨き上げ作品としまし

た。

そして、必死になって取り組み、結果は残念ながら予選敗

退となりました。みんな、悔し涙...。それは、真剣だからです。

すると、次は本選に行く！！という気持ちで取り組み本選へ。

感コンで得られたもの

1.社員の一体化

2.残脳全開

3.ぬくもりの風土深根

題材探しは砂漠の中から原石を見つけるようなも

の。やると決めるとでてくるんです。それをみんなで

磨き上げて深堀りしていくとそこに感動の泉がわき

あがるのです！！そして、仕事に大小があるので

なく、深い浅いがあるだけだということを学びます。

感コンを通じて社員の大きな成長を感じます。

感コンを通じて、目に見えるものではなく
目に見えない副産物が得ることができます。
次回は、スタッフ向け
感コン説明会。是非、社員さんを
連れていらしてください！
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